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2007年度　都市計画実習　生活安全環境班　中間発表　2007/05/15
１．背景と目的
　つくば市の歩道はペデストリアンなどを始めとし、市のシンボルとして魅力的なものである。マンションディベロッパーなどは、広告のあおり文句として「緑豊かな街つくば」「自然・都市・知が融合するつくばスタイル」などとし、つくばの居住環境のよさをアピールしている。しかし一方で、歩行者や自転車利用者から見て、交通環境が整備されているとは言い難い場所も存在する。例えば市内を移動していると段差などが目に付き、整備不良な場所では通行者が不快感を覚える。
したがって、我々生活安全環境班はより快適な歩道環境の創出を目的とした調査を進める。そこで、本研究では、つくば市の歩道環境をより向上させるために、

（1）歩道環境の実態調査

（2）歩道環境整備のための歩道管理基準の設定

（3）街路マップの作成

（4）つくば市の高満足度歩道環境の提案

を目的とする。

２．調査概要
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３．現状認識
３－１調査方法

アンケート、市へのヒアリング、自転車屋へのヒアリングにより現状を調査した。

（1）アンケート調査
段差などの歩道環境によって大きな影響を受けるのは歩行者よりも自転車利用者であると考えた。そこで、自転車走行に関するアンケートを自転車が主な交通手段である筑波大生に対して行った。
アンケート概要
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　調査期間：平成19年4月26日～5月1日
調査対象：筑波大学生
調査方法：対面式アンケート
〔サンプル数：100（回収率100％）〕
調査項目：
①パンク経験の有無とパンクした場所（図2）

②夜間自転車走行時にライトを点けるか否か

③自転車走行時における接触経験の有無と接触現場

④つくばにおける自転車走行時の不満（図3）・利点

⑤自動車から見た自転車利用者に対する不満

（2）市役所へのヒアリング調査

　歩道環境に対して市が現在行っている政策の内容・成果を知るための調査。

実施日：平成19年5月1日 

（3）自転車販売店へのヒアリング調査

　筑波大生の自転車利用状況と一般的な自転車の知識について伺った。
実施日：平成19年4月21日
３－２調査結果と考察

（1）つくばの良い点

○歩道の魅力
アンケートでは、ペデストリアンの存在・景観が良い・歩車分離により移動がスムーズ・緑豊か・道が広いなどの意見が挙げられた。また、快適な歩道の基準２に表１というものがあるが、つくばの歩道は高確率でこの基準を満たしている。


（2）つくばの悪い点
1）パンクについて
アンケート調査の結果によると、年間当りパンク回数の平均は0.739回であった。パンクした理由に着目すると歩道の段差が原因でパンクした人が半数近くを占めていることがわかる。（図２）また、自転車走行時の不満の半数以上が歩道の凸凹や段差など道路整備不良によるものだった。（図３）
自転車販売店のヒアリング調査によるとパンクの主な原因に段差による衝撃が挙げられ、筑波大生の場合、特に多いとのことであった。これらのことから歩道環境が整備されていない場所が多く存在することが言える。


2）段差の原因

段差※1の原因の１つとして街路樹の根による問題がある。市役所へのヒアリングと現地調査からつくば市の街路樹は植裁間隔が狭かったこと１）、植栽時に防根シートを使用しなかったことなどが原因で根が歩道を浮かせてしまっていることがわかった。この対策としてつくば市は根の盛り上がりそうな場所に鉄板をかぶせてはみたものの根の力を抑えることはできず、鉄板に有効的な効果はなかった。
また、バリアフリーの問題も無視できない。つくば市は都市計画によって作られた30年前当時の体制が今でも続いているためバリアフリー化が進んでいないのが現状なのである。さらに、バリアフリーのための０勾配には一交差点につき50万円程度の費用がかかり、マナーのない車の乗り上げによる歩道の破壊が起こるとうデメリットもあるというのもバリアフリー化を遅らせている大きな原因である。
3） パンク箇所と接触場所
　アンケートを基にパンク箇所・接触場所をマップに表した。それぞれが集中している地区をピックアップして、その理由を今後分析していく。（図４）
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（3）つくば市の政策の現状
多くの歩道に対する不満に対して市は積極的な補修を行っているが、予算の関係上追いついていないのが現状である。また限られた予算を効率的に消費するために、市は歩道の危険度を測っている（ペデストリアン5ヵ年計画＊２による）。しかし、その範囲はペデストリアンに限られており、評価の基準は目視に頼られている。
４．問題提起
(1)つくば市の歩道には段差が存在している。

(2)市は経験による目視で歩道の危険度を測っているとのことだが、歩道整備の基準が曖昧であり、明確で具体的な指標を導入する必要があるのではないか。

(3)市が考える歩道の快適性は住民が考えるそれとはずれが生じていることが市の歩道整備にも関わらず多くの不満や苦情メールが寄せられていることからわかる。

(4)すでにある並木等の歩道の魅力をもっと引き出せるのではないか。
５．今後の展望

５－１　方針
５－２　具体案

①市に対して明確なランク分けの基準を提案し、その基準によってランク分けした現在の歩道の整備必要度合いを示すマップを市に提案する。ランク分けの基準としては既往研究３)を参考とすることにより独自の基準を定める。

そのための準備として筑波大生に対するアンケートを参考にパンクと接触箇所のマップを作成する。また、市が定めた危険箇所を視察することで市の基準の理解と補修状況の確認をする。

②市民へは危険箇所の他に街路樹の種類など、歩道の魅力に興味を持てるようなマップを提示し、より快適な歩道環境の提供に貢献する。

③季節の花を歩道に植えるなど、歩道の魅力をアップする作戦を考える。
６．参考資料

1) 近藤三雄（2007）「都市緑化読本」
2) 国土技術総合研究所（2005）「アニュアルレポート2005」
3) 石田眞二他(2004)、「まちづくりと連動した歩道のバリアフリー整備に関する研究～札幌市都心部を対象として～」、日本都市計画学会都市計画論文集No.39-3　pp.499～504

4) つくば市HP :http://cms.city.tsukuba.ibaraki.jp/info
＊1： バリアフリー法では、道路と歩道間の段差を2ｃｍ以下と設定している。

＊2：赤塚公園～メディアセンター間５キロにわたって５ヵ年のプランで改修する。
問題点（凸凹、段差、整備方針）を改善し、利点（街路樹、幅の広さ）を伸ばすことでより快適な歩道環境を作り出す。





図1：調査フロー
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図２：パンクした理由（N＝55）





表１：道路緑地の基本的な景観評価項目








図３：自転車走行時における不満（N＝122）





図４：パンク箇所と接触場所








